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１ 主題設定の理由 

現在、新型コロナウイルス感染防止のための

対応が求められ、学校の教育活動の変更やそれ

に伴い教員の負担が増えつつある。保護者から

の不安の訴えや学校の対応への意見等に、管理

職としても難しい対応を迫られることもある。

このような状況の中、大量退職、教員不足の影

響により、ベテラン教員から若年教員への知識・

技能の指導、伝承が十分に機能しなくなってい

る現状がある。実際に「指導方法や生徒理解に

ついて学びたいが、なかなか機会をつくれない」

といった不安をもっている若年教員は少なくな

い。国は「教員は学校で育つ」という考えの下、

具体的な方向性の一つとして「ОＪＴを通じて

日常的に学び合う校内研修の充実」を求めてい

る。学校現場で、担任や担当の業務は、裁量で

進行するとともに多様な知識・技能を発揮する

ことが求められる。そのため、必然的に「仕事

を通して学ぶ機会」が多くなる。 

このことから、教員一人一人の学びたいとい

うモチベーションを高め、自ら進んで学び、教

員としての資質・能力を向上させていく手立て

の在り方を考える必要がある。 

人材育成を担う教頭として、このような状況

にどのように対応するべきか。課題となるもの

は何かを明らかにし、具体的な手立てを共有す

ることが大切であると考え、本主題を設定した。 

 

２ 研究のねらい 

  教頭としての各学校における人材育成の実践

の検証と新たな取組の提言を行う。 

 

３ 研究の経過 

 第１回教頭会研修会 

・研究テーマと方向性の決定 

 第２回教頭会研修会 

・各学校の実践発表と協議 

 第３回教頭会研修会 

 ・各学校の実践発表と協議 

・発表原稿検討 

 

４ 研究の概要 

（１） 研究の内容 

① これまでの人材育成の取組について 

ア ミドルリーダーの活用 

・ ミドルリーダーを介して、若手職員

と管理職とのコミュニケーションを積

極的に行い、「課題や不安に対して共に

考える」という姿勢で関わる。（ＯＹ中） 

・ ミドルリーダーとのコミュニケーシ

ョンを行い、知識や技能の共有化を図

る。（ＩＭ中） 

・ ミドルリーダーに仕事を任せる際に、 

トップダウンではなく、相談や協議を

しながら最終的に任せるようにする。

（ＯＴ中） 

・ 教頭と核になるミドルリーダーとの

定期的・継続的なショートミーティン

グを行う。（ＩＤ中） 

イ 意図的な研修の機会と内容の工夫 

・ 同じ課題をもつ教職員による勉強会

を意図的に実施し、目の前の課題に多

くの職員の知識や経験が生かされるよ

うにする。（Ｔ中） 

・ 担当者任せにせず、関わりのある係

を集め対応を検討する。校務分掌上で

担当が明確になっていないものについ

ては、教頭が声をかけ協議する場を設

ける。（ＯＴ中） 

・ 起案文書を丁寧に確認し、気づいた

ことを指摘する。また、複数からの意

見をもとにした内容になるよう指導す

る。（Ｉ中） 

・ 個々の職員と管理職とのコミュニケ

ーションづくりに努め、管理職への相

談をしやすい雰囲気づくりを行う。 

（ＯＹ中） 

② 新たな人材育成の手立てについて 

ア 双方向の指導方法等の伝承 

・ 一人１研究授業の実践を行い、複数

の教員から良さや改善点を指摘しても

らう。授業の様子を動画で撮影し、自



分の授業を客観的見つめる機会とする。

（ＩＭ中） 

    ・ 「ベテランから若手へ豊かな経験に

根差した指導方法の伝承」「若手から

ベテランへＩＣＴ活用の方法を指導」

するなどの得意分野を生かした双方

向の研修の機会を設ける。（ＯＹ中） 

    ・ 職員全員で取り組む機会をとらえ、

チームで動かすことにより、職員間の

人間関係作りやチームとしての意識

改革に効果的である。   

イ 若手職員の行事等への参画 

   ・ アイデアや意見の積極的な採用とスピ

ード感のある変更プロセスをとることに

よって、参画したという意識を高めるこ

とができ、高いモチベーションを維持す

ることができる。（ＩＭ中） 

   ・ 企画案等を提案する場合、自分の願い

や考えをもとに提案させる。これによっ

て、それぞれが熟考した上での提案をす

ることになる。さらに、熟考する過程で

教員同士の学び合いの機会をつくること

ができる。（ＩＭ中） 

   ・ 校務分掌のスリム化を図り、複数で関

われる体制をつくる。そのことで知識や

技術を伝承する機会をつくることになり、

さらには働き方改革にもつながる。  

（ＩＤ中） 

    

（３） 分析と考察 

① 学校における組織においてミドルリー

ダーの存在は大きい。多くの場面でミドル

リーダーの関りが、若手職員の知識や技能

の学びの質に関係してくる。ミドルリーダ

ーをＯＪＴの枠組みに組み込み、意図的に

関りをもたせることが大切である。 

② 学校の教育力を維持、継承していくため

には、教員個々が「日常的に学び合う」こ

とを意識しながら業務に関する情報を共

有したり、実践を協働したりするＯＪＴが

必要である。 

③ 実践に関する知識や経験を職員間で共 

有することによって、理解が深まり具体的

な計画を考えたり、改善の方向性を見いだ

すことができる。 

④ 全ての職員が気軽に指導方法や指導

技術について相談し合える雰囲気づ

くりが重要である。 

⑤ 資質や能力の向上を目指す思いや目

標の価値、妥当性を熟考することによ

って自分なりに納得して目標の達成

を目指すことができるのではないか。 

⑥ 教師にこそ主体的、対話的で深い学

びが必要である。質の高い問題解決を

通して、「知識・技能」「思考力・判断

力・表現力」「学ぶ姿勢、人間性」の育

成を図ることが重要である。 

    ⑦ 問題解決の過程には、経験したこと

のない状況に対応したり、未知の課題

を追求したりする場面が出てくる。そ

の機会を的確にとらえ、先輩教員や同

僚と知識や経験に基づき、課題解決に

向けた協議をすることで、質の高い学

びができる。 

    ⑧ 「ＯＪＴ」と「ＯＪＬ」を効果的に

機能させることが大切である。「教え

る」ことの実効性や効果は認めつつ、

「学び合う」ことで教員個々の自立的

な学びや、自ら成長しようとする姿勢

の育成につながり、より効果的な資質

や能力の向上につながるのではない

か。 

 

４ 研究の成果と課題 

  （１） 学校の規模や職員数によって違いは

あるものの、各学校が目標や状況によ

ってどのような人材育成の手立てを

選択しているのか、どのような効果が

あるのかを調査、分析することで、そ

れぞれの手立てを客観的に分析する

ことができた。 

  （２） 意図的に人材育成の機会を仕組むこ

とが教頭の大きな役割であると再認

識するのと同時に、最終的にいかに

「セルフマネジメント」につなげる手

立てを考えるかが今後の課題である。 


